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綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

設
置
方
針
を
明
確
に
し
て
は

　一般質問は、提出された議案にかかわらず市政全般に対して議員が
市側の考え方をただすことができるものです。
　９月定例会では、９月２０日・２１日の本会議で１６人の議員から
質問が行われ、論議が繰り広げられました。以下は質問・答弁の概要
です。（掲載は質問順、５面まで続きます。）

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

　
近
藤
　
洋

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

　
青
　
　
愼

　
問
　
東
名
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
三
年
九
月
に
設
置
さ

れ
た
市
民
主
体
の
設
置
検
討
協
議
会
を
は

じ
め
市
内
部
組
織
や
七
市
一
町
の
首
長
の

組
織
等
に
よ
り
、
そ
の
必
要
性
や
ま
ち
づ

く
り
等
に
つ
い
て
検
討
や
県
へ
の
要
望
が

行
わ
れ
、
近
年
に
は
商
工
会
を
中
心
に
設

置
推
進
を
目
的
と
し
た
協
議
会
も
組
織
さ

れ
た
。
第
二
東
名
の
海
老
名
横
浜
間
の
整

備
時
期
が
依
然
不
透
明
な
状
況
の
中
、
市

長
は
方
針
を
明
確
に
示
す
べ
き
時
期
と
思

う
が
。
ま
た
、
住
居
地
域
も
あ
る
こ
と
か

ら
環
境
問
題
も
含
め
て
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
着
工
時
期
や
予
定
地
、
形
な
ど
ア
ウ

ト
ラ
イ
ン
を
発
表
し
、
子
孫
に
誇
れ
る
ま

ち
と
す
る
た
め
、
必
要
性
を
訴
え
て
は
。

　
答
　
綾
瀬
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
は
、
地

域
経
済
の
発
展
や
市
民
の
利
便
性
向
上
等
、

本
市
の
活
性
化
に
欠
か
せ
な
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。
地
域
の
活
性
化
を
望
む
声
と

市
民
活
動
の
広
が
り
か
ら
も
イ
ン
タ
ー
設

置
へ
の
期
待
の
強
さ
を
感
じ
る
。
さ
ら
に

県
知
事
か
ら
も
、
県
央
、
湘
南
地
域
の
経

済
発
展
や
雇
用
促
進
等
、
地
域
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
が
非
常
に
高
く
重
要
な
基
盤
整
備
と

の
考
え
が
示
さ
れ
、
地
元
市
と
し
て
も
具

現
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま

た
、
予
定
地
周
辺
の
企
業
等
へ
の
説
明
会

は
今
年
度
実
施
す
る
が
、
利
害
関
係
者
や

企
業
等
に
大
変
関
心
の
高
い
情
報
に
つ
い

て
は
、
県
が
今
年
度
行
う
予
備
設
計
の
結

果
を
も
と
に
発
表
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
施
設
や
余
裕
教
室
を
地

域
活
動
に
活
用
す
る
考
え
は

　
問
　
地
域
住
民
に
最
も
身
近
な
教
育
施

設
で
あ
る
公
立
の
小
・
中
学
校
の
持
つ
教

育
機
能
、
施
設
の
開
放
が
望
ま
れ
て
い
る
。

他
市
で
は
既
に
地
域
住
民
の
多
様
な
活
動

の
場
と
し
て
開
放
さ
れ
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
自
治
会
運
動

会
な
ど
の
地
域
活
動
の
場
と
し
て
学
校
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
を
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
、
近
年
の
少
子
化
に
伴
う
児
童
・
生

徒
の
減
少
に
よ
り
、
学
校
施
設
や
余
裕
教

室
の
使
用
方
法
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
余
裕
教
室
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
場
や
高
齢
者
相
互
ま
た
は
高
齢
者

と
児
童
・
生
徒
の
交
流
の
場
と
し
て
活
用

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
答
　
本
市
の
学
級
数
は
少
子
化
の
影
響

か
ら
ピ
ー
ク
時
の
約
七
〇
％
ま
で
減
り
、

普
通
教
室
と
し
て
使
用
し
な
い
三
〇
％
分

が
余
裕
教
室
に
な
り
、
児
童
・
生
徒
の
学

習
や
生
活
交
流
の
場
な
ど
に
活
用
を
し
て

い
る
。
今
後
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
に
即
し
た

施
設
の
活
用
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
き

た
い
が
、
余
裕
教
室
活
用
基
本
方
針
に
よ

り
、
第
一
義
的
に
は
、
児
童
・
生
徒
の
た

め
に
活
用
し
、
さ
ら
に
余
裕
の
あ
る
場
合

に
は
、
生
涯
学
習
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
子
ど
も
達
の
安
全
が
第
一
と

考
え
る
た
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
な
ど

に
つ
い
て
も
さ
ら
に
検
討
し
て
い
く
。

（
他
に
「
防
災
体
制
に
つ
い
て
」
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

少
子
化
対
策
と
し
て
子
育
て

支
援
の
諸
施
策
展
開
を
望
む

　
問
　
幼
稚
園
を
利
用
す
る
児
童
が
減
少

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
保
育
所
と
幼
稚
園

の
機
能
を
併
せ
持
つ
認
定
こ
ど
も
園
の
制

度
は
保
育
所
の
待
機
児
童
の
解
消
に
有
効

で
あ
り
、
こ
の
制
度
が
本
市
に
馴
染
む
か

検
証
の
う
え
、
導
入
を
検
討
し
な
い
か
。

ま
た
、
子
育
て
の
経
済
的
支
援
と
し
て
子

育
て
世
帯
へ
の
優
待
カ
ー
ド
制
度
を
企
業

と
協
賛
し
て
展
開
す
る
考
え
は
。
次
世
代

育
成
支
援
行
動
計
画
は
、
従
業
員
三
百
人

以
上
の
企
業
に
提
出
を
義
務
付
け
て
お
り
、

本
市
で
は
三
社
が
策
定
済
み
と
の
こ
と
だ

が
、
義
務
付
け
の
な
い
中
小
企
業
で
独
自

に
努
力
し
て
い
る
企
業
に
対
し
、
表
彰
や

奨
励
金
を
交
付
す
る
制
度
を
考
え
て
は
。

　
答
　
認
定
こ
ど
も
園
の
制
度
は
、
今
後
、

県
の
条
例
等
を
踏
ま
え
、
保
育
所
や
幼
稚

園
と
十
分
協
議
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
と
ら

え
な
が
ら
進
め
た
い
。
併
せ
て
、
こ
の
制

度
の
定
着
に
必
要
な
財
政
的
な
援
助
を
国

や
県
へ
働
き
か
け
る
必
要
性
を
感
じ
て
い

る
。
ま
た
、
国
は
、
経
済
的
支
援
で
あ
る

優
待
事
業
の
実
施
に
向
け
、
調
整
中
で
あ

り
、
市
で
は
そ
の
実
施
を
期
待
す
る
と
と

も
に
、
市
の
事
業
と
し
て
新
年
度
予
算
編

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
企
業
へ

の
表
彰
等
は
、
現
在
、
実
施
し
て
い
る
優

良
事
業
所
の
表
彰
の
中
で
行
う
こ
と
も
可

能
と
考
え
る
が
、
今
後
、
検
討
し
た
い
。

（
他
に
「
防
災
対
策
に
つ
い
て
」
「
エ
コ

ド
ラ
イ
ブ
普
及
・
推
進
に
つ
い
て
」
を
質

問
）

環
境
の
ま
ち
づ
く
り
の
到
達

点
と
し
て
何
を
目
指
す
の
か

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

安
藤
多
恵
子

新
政
会 

綱
嶋
　
洋
一

公
明
党 

松
澤
　
堅
二

　
問
　
環
境
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、

到
達
点
の
風
景
や
イ
メ
ー
ジ
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。
ま
た
、
ご
み
削
減
に
は
、
環

境
学
習
に
よ
っ
て
地
球
の
未
来
ま
で
考
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
と
持
続
可
能
な

ま
ち
づ
く
り
に
は
、
美
化
、
保
全
、
廃
棄

物
処
理
に
と
ど
ま
ら
ず
、
根
幹
的
、
総
合

的
な
環
境
行
政
へ
の
取
り
組
み
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
環
境
市
民
部
が
市
長
部

局
や
教
育
委
員
会
と
密
接
に
連
携
で
き
る

よ
う
組
織
を
見
直
す
と
と
も
に
、
総
合
政

策
の
中
で
環
境
行
政
を
進
め
る
べ
き
で
は
。

さ
ら
に
、
環
境
首
都
コ
ン
テ
ス
ト
の
結
果

を
ど
う
受
け
止
め
今
後
に
生
か
す
の
か
。

　
答
　
到
達
点
と
し
て
は
、
自
然
を
生
か

し
な
が
ら
、
環
境
に
優
し
い
農
業
や
商
工

業
活
動
を
推
進
し
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

暮
ら
せ
、
さ
ら
に
、
市
民
、
事
業
者
、
市

が
協
働
で
地
球
環
境
を
守
る
環
境
と
共
生

し
た
ま
ち
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
行
政
を

総
合
的
に
推
進
す
る
必
要
性
は
認
識
し
て

い
る
が
、
ご
み
削
減
が
現
在
の
大
き
な
課

題
で
あ
る
た
め
、
現
組
織
で
推
進
し
、
多

岐
に
わ
た
る
環
境
問
題
は
各
部
署
で
取
り

組
む
。
昨
年
の
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
環
境
学

習
や
総
合
的
な
環
境
行
政
の
推
進
な
ど
で

厳
し
い
評
価
を
受
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
弱

点
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
他
市
の
事
例
を
参

考
に
環
境
行
政
を
推
進
し
て
い
く
。

（
他
に「
図
書
館
行
政
の
今
後
に
向
け
て
」

を
質
問
）

上
土
棚
北
地
区
に
新
た
に
街

区
公
園
を
設
置
す
べ
き
で
は

　
問
　
市
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、

市
民
か
ら
の
募
金
で
、
名
札
付
き
の
苗
木

を
新
た
な
公
園
に
植
え
、
緑
化
を
推
進
す

る
考
え
は
な
い
か
。
ま
た
、
綾
南
地
域
に

お
い
て
、
蓼
川
沿
い
に
は
綾
南
公
園
が
あ

り
、
落
合
地
区
に
は
緑
地
保
全
地
区
に
指

定
さ
れ
た
キ
ツ
ツ
キ
の
森
が
あ
る
。
し
か

し
、
上
土
棚
北
地
区
に
は
、
人
口
三
千
百

四
十
八
人
に
対
し
公
園
は
わ
ず
か
二
つ
し

か
な
く
、
一
人
当
た
り
の
面
積
で
は
、
本

市
の
平
均
三
・
八
七
平
方
㍍
と
比
較
し
て

も
〇
・
二
平
方
㍍
と
非
常
に
小
さ
い
。
こ

の
よ
う
な
中
、
災
害
時
の
一
時
避
難
場
所

の
確
保
と
緑
化
推
進
を
図
る
た
め
に
も
、

新
た
に
街
区
公
園
を
設
置
す
べ
き
で
は
。

　
答
　
公
園
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、
実
際

ど
の
よ
う
な
公
園
に
す
る
か
を
地
域
で
検

討
し
て
お
り
、
現
在
も
小
園
で
検
討
中
で

あ
る
が
、
今
後
も
募
金
等
に
こ
だ
わ
ら
ず

地
域
と
一
緒
に
な
っ
て
進
め
て
い
く
考
え

で
あ
る
。
ま
た
、
市
内
に
は
百
十
二
の
公

園
が
あ
る
が
、
地
域
的
に
か
な
り
ば
ら
つ

き
が
あ
り
、
特
に
上
土
棚
北
地
区
は
、
中

原
公
園
と
中
原
第
二
公
園
の
二
カ
所
の
み

で
、
面
積
も
非
常
に
小
さ
い
状
況
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
緑
の
基
本
計
画
の
位
置

付
け
の
と
お
り
、
地
区
内
の
生
産
緑
地
な

ど
を
公
園
用
地
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
で
、

将
来
的
に
は
整
備
率
を
高
め
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
厚
木
基
地
対
策
に
つ
い
て
」

「
映
画
文
化
の
薫
る
ま
ち
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

緑
地
の
保
全
と
緑
化
の
推
進

を
図
る
施
策
を
考
え
な
い
か

あ
や
せ
市
政
ク
ラ
ブ 

増
田
淳
一
郎

　
問
　
緑
地
の
保
全
に
つ
い
て
、
今
年
度

の
施
政
方
針
で
取
り
上
げ
た
緑
地
や
里
山

景
観
な
ど
の
保
全
と
整
備
の
目
標
は
。
ま

た
、
現
在
整
備
し
て
い
る
落
合
キ
ツ
ツ
キ

の
森
の
概
要
は
。
大
上
・
蓼
川
地
区
の
既

存
の
緑
地
は
北
の
台
中
学
校
周
辺
を
含
め

二
箇
所
し
か
な
い
た
め
、
地
権
者
に
協
力

し
て
も
ら
い
整
備
・
保
全
す
る
考
え
は
な

い
か
。
さ
ら
に
、
今
後
、
こ
の
よ
う
な
緑

地
保
全
地
区
の
指
定
を
増
や
す
予
定
は
あ

る
か
。
家
庭
の
緑
を
増
や
す
観
点
か
ら
、

小
・
中
学
校
の
卒
業
な
ど
の
記
念
に
苗
木

を
贈
る
考
え
は
な
い
か
。
家
庭
の
緑
を
維

持
す
る
観
点
か
ら
、
庭
木
を
保
持
す
る
市

民
に
対
し
て
優
遇
措
置
を
考
え
な
い
か
。

　
答
　
緑
の
保
全
及
び
緑
化
の
推
進
に
関

す
る
条
例
に
基
づ
き
、
緑
地
の
保
全
に
取

り
組
む
も
の
で
、
基
本
計
画
に
基
づ
き
進

め
て
行
き
た
い
。
五
月
に
緑
地
保
全
地
区

に
指
定
し
た
落
合
キ
ツ
ツ
キ
の
森
は
、
キ

ツ
ツ
キ
が
生
息
し
て
い
る
二
万
一
千
平
方

㍍
の
緑
地
を
条
例
に
基
づ
き
土
地
所
有
者

が
保
全
す
る
も
の
で
、
市
民
が
自
由
に
散

策
で
き
る
よ
う
地
域
で
組
織
す
る
委
員
会

が
管
理
し
て
い
く
。
ま
た
、
緑
地
の
保
全

は
大
上
・
蓼
川
地
区
を
含
め
、
今
後
増
や

し
て
い
き
た
い
。
苗
木
の
配
布
に
つ
い
て

は
、
緑
化
フ
ェ
ア
で
毎
年
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
同
様
な
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

な
お
、
家
庭
の
緑
の
保
全
に
対
す
る
助
成

に
つ
い
て
は
、
現
在
考
え
て
い
な
い
。

（
他
に「
風
車
公
園
に
つ
い
て
」を
質
問
）

　
議
員
は
、
公
職
選
挙
法
に
よ
り

市
民
に
対
し
、
答
礼
の
た
め
の
自

筆
に
よ
る
も
の
を
除
き
、
年
賀
状
、

暑
中
見
舞
状
な
ど
の
時
候
の
あ
い

さ
つ
状
（
電
報
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。）
を
出
す
こ
と
は
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

議
員
の
年
賀
状
等

の
禁
止

次
号
は
、
2
月
１５
日

の
新
聞
（
朝
刊
）
に

折
り
込
み
ま
す
。
　


